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JFCCに望むこと

日本特殊陶業株式会社
代表取締役社長　尾堂真一

　新年あけましておめでとうございます。
　皆様方におかれましては、健やかに新春をお迎えのこととお慶び申し上げます。

　経済再生を目指すアベノミクスの金融緩和と財政出動という第一の矢、第二の矢が放
たれ、円安・株高が進行し、輸出を基幹としている製造業では業績が回復してきました。
これらが真に有効な政策であったかは、第三の矢である成長戦略をいかに実現できるか
が鍵と言われ今がその正念場となっています。その成長戦略には、新興国からの厳しい
追い上げに対抗し更なる産業競争力を強化していくための研究開発・イノベーションの
創出が不可欠となっています。

　日本は「ものづくり」「技術」大国として世界をリードしてきましたが、日本の技術力の
真の強みの一つは素材・部品にあるとも言われています。その中でセラミックス産業は元々
日本が強い分野で「将来も日本に残る技術」とも言われていますが、そのためには常に市
場要求の多様化・高機能化に対し、新たな価値を提供し続けることが前提です。
当社では、2020年のあるべき姿として「ものづくり企業」「高収益率企業」「発展的企業」「人
“財”企業」であることを掲げました。その実現のためのプロセスとして『日特進化論』と
銘打ち、３年毎に「深化」「新化」「進化」と3つのステップに分け、それぞれの段階で着実に
ステップを踏みながら、最終的には「真価」（真の価値）を提供する企業を目指して、変革
に取り組んでいます。当社を含めた国内の製造業は六重苦とも言われた厳しい事業環境
下にあり「ものづくり」の面ではベストな環境ではありませんが、その中でも「ものづく
り企業」として勝ち残っていくためには、自社の強みであるセラミックスを活かした「日
本でしかできないものづくり」を続けていく必要があると考えています。

　グローバルな技術開発競争の激化やそれに伴う研究開発投資の大規模化に加え、製品
のライフサイクルの短期化が進んできており、企業が研究開発を行うリスクは増大し、
基礎から製品化までのすべての研究開発を行うという垂直統合型の研究開発は難しくなっ
てきています。従来の自前主義による研究開発に加え、基礎研究や周辺技術開発を大学
や公的研究機関或いは企業間で連携して行うオープン化も進んでいます。そのような環
境においてJFCCの役割が今後ますます重要となってくると考えます。JFCCには世界的
な研究業績を追求することに加え、企業のニーズにマッチした研究開発の推進が望まれ
ます。

　過日JFCCを見学させて頂く機会がありました。最先端のセラミック材料の研究開発、
電子顕微鏡や計算設計による材料支援など、セラミックスに関する各種の最先端技術を
紹介して頂きました。JFCCにはこれからも時代や社会の要請に応える研究開発を行っ
て頂きたいと考えています。次の時代も日本がリーディングポジションを堅持できるよ
う産学官が一体となって新技術開発、イノベーションに取り組む必要があり、JFCCには
「産学官の接点」の中心的推進役の役目を担って頂きたいと思います。
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事業報告事業報告

ファインセラミックスシンポジウム2013開催

　10月11日(金)愛知県産業労働センター（ウインクあいち）において、ファインセラミックスシンポジウム2013を開催
しました。
　本年度は『省エネ社会実現に向けたゼロエネルギーハウスの最新動向と将来展望　－グリーンイノベーションを支
える先端セラミックス技術－』と題して、第一線でご活躍の方々に、ゼロエネルギーハウスについて、その開発は現在
どこまで進展しているのか、また、この
開発にセラミックス技術がどのように
貢献しているのかを、わかりやすくご講
演いただきました。
　企業・研究機関・官公庁等から二百名
を超える方々が参加され、活発な討議が
行われ、意義あるシンポジウムとするこ
とができました。来年度も皆様のご希望
をできるだけ取り入れるように企画立
案いたします。

『第2回JFCC懇話会』の開催

　10月11日(金)に愛知産業労働センター ウインクあいちにて、第2回目の
JFCC懇話会を開催しました。岡本理事長の挨拶に始まり、JFCCの活動報告、
参加企業･団体様のPRプレゼンテーション、そして懇親会により、参加企業･団
体相互およびJFCC役職員との交流を深めることができました。

第2回 ＪＦＣＣ研究技術委員会の開催

　11月19日（火）に、昨年に続き第2回目の「JFCC 研究技術委員会」を開催しました。委員長の名古屋大学 河本邦仁教
授をはじめ、12名の委員の方々に出席いただきました。

「JFCC 研究技術委員会」は、新法人移行にともない旧来の「企画運営委員会」を改組し、より研究面でのご指導をいた
だくことを目的に新しく設置したものです。
今回は、昨年開催した第１回JFCC研究技術委員会での意見まとめとその対応について報告した後、以下のトピックス
３件を報告しました。

1）　微量元素添加による革新的遮熱コーティング膜の開発（材料技術研究所・リライアブルマテリアルGr、北岡諭G長）
2）　規則性ナノ多孔分離膜プロジェクトにおける構造解析研究
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （ナノ構造研究所・微構造界面解析グループ、佐々木優吉Ｇ長）
3）　長寿命型人工股関節の開発と実用化（材料技術研究所・リライアブルマテリアルＧｒ、橋本雅美上級研究員）

　今回も研究の進め方について、企業の方々からは物づくりの視点、研究機関の方々からは学術面の視点で忌憚のな
いご意見、ご要望をいただきました。

基調講演　坂本理事長 シンポジウム会場

基調講演 「ゼロエネルギーハウスの動向」

独立行政法人 建築研究所　理事長　　坂本　雄三　氏

講演 1 「集光型高効率太陽光発電システムの現状と課題」

東京大学  先端科学技術研究センター　教授　　岡田　至崇　氏

講演 2 「固体酸化物形燃料電池（SOFC）の現状と課題」

東邦ガス株式会社　技術研究所　主席　　水谷　安伸　氏

講演 3 「LED照明の現状と今後の展望」

名古屋大学大学院工学研究科 電子情報ｼｽﾃﾑ専攻　教授　　天野　浩　氏

講演 4 「ナノ多孔質セラミックスを用いた新断熱材料の開発と応用」

一般財団法人ファインセラミックスセンター　材料技術研究所　　副所長　松原　秀彰
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第14回　4セラミックス研究機関合同講演会の開催

　12月25日（火）に、JFCC、名古屋工業大学、東京工業大学、物質・材料研究機構の4セラミックス研究機関合同講演会
が東京工業大学すずかけ台キャンパスに於いて開催されました。4セラミックス研究機関合同講演会は、今年で14回
目となり、今回の合同講演会では「機能性セラミックスの最前線　－物性解析・構造制御から応用まで－」をテーマに8
件の講演が行われ、ＪＦＣＣからも以下の2件の講演を行いました。

　「リチウムイオン電池開発に貢献する先端的透過電子顕微鏡法」
　　　　　　平山　司　（ナノ構造研究所・副所長）
　「第一原理計算と原子レベル構造解析の連携によるリチウムイオン電池材料研究」
　　　　　　森分博紀　（ナノ構造研究所・ナノシミュレーションＧｒ・Ｇ長）

　企業から多くの参加者があり、活発な質疑がなされました。4機関それぞれの研究トピックスを知り交流を深める上
でたいへんに良い機会でした。なお、来年度は名古屋工業大学にて実施される予定です。

『国際セラミックス総合展2013』に出展

　『国際セラミックス総合展2013』が東京ビッグサイト東5ホールにて、9月
25日(水)～27日(金)に開催されました。日本セラミックス協会、日本ファイン
セラミックス協会などと共に主催者として出展しました。「セラミックスは
人類の夢を拓くキーマテリアル」をテーマに７７社･団体が出展しました。Ｊ
ＦＣＣは「試験評価技術シーズ」、「ＪＦＣＣトピックス」等のポスター展示で
ＰＲに努めました。また、セラミックスセミナーでは『マルチセラミックス新
断熱材料の開発と応用』のテーマで高田所長と松原副所長が講演しました。

『愛知･名古屋産業交流展 in 東京2013』へ出展

　10月30日(水)～11月1日(金)の3日間、東京ビッグサイト東4ホールで開催
された愛知･名古屋産業交流展 in 東京2013に出展しました。本交流展は、今年
で2回目となり、愛知県と名古屋市の企画で、首都圏の企業に愛知県･名古屋
市所在の企業･大学･研究機関等を紹介し、産業集積状況や立地のメリットを
広くPRするもので、研究機関のひとつとして参加しました。展示会位置もホー
ル入口に近く、多くの来場者がありました。

『名古屋市工業研究所･あいち産業科学技術総合センター･
JFCC合同研究発表会 ～明日を拓くモノづくり新技術2013～』の開催

　10月30日(水)、名古屋市工業研究所にて、名古屋市･愛知県とJFCCの3研究
機関で合同の研究発表会を開催いたしました。3Dデジタルエンジニアリン
グのテーマで近年最高の316名の参加者でした。今回は2件の基調講演と3研
究機関で8件の発表と名古屋市工業研究所の見学会が催されました。
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　2013年9月12日、ドイツのケルンにあるドイツ航空宇
宙センター（DLR：Deutsches Zentrum für Luft- und Raumfahrt）
にて太陽熱エネルギーに関するワークショップに参加
した。ワークショップといっても大々的な会議ではなく、
日本からアポイントメントを取ってDLRの太陽熱グルー
プ（Test and Qualification Center for Concentrating Solar 
Power Technologies）に設けていただいた会合の場であ
る。
　JFCCでは、経済産業省から受託した「新エネルギー等
共通基盤整備促進事業」を推進しており、太陽光を「熱」
に変換する太陽熱デバイスの評価技術として、人口光
源によるシミュレータなどの導入検討を進めている。
太陽熱といっても温水器ではなく、太陽光を「集光」し
て100～1000℃以上の高温を生み出し、産業用の蒸気・
熱源生成、大規模発電や化学燃料合成などのためのエ
ネルギー利用をターゲットにしている。
　ドイツでは太陽光発電の普及が進んでいるだけでな
く、太陽熱エネルギーの研究開発も非常に盛んである。
ドイツ国内ではこの「集光」に適する太陽光に乏しく不
利な日射環境にもかかわらず、太陽熱の国内利用だけ
でなく海外でのエネルギー作りに貢献すべく、DLRなど
が中心となって国際的なリーダーを担っている。29施
設もあるDLRの拠点がここケルンにあり、その中に太陽
熱に関する研究施設が含まれる。そこで、JFCCで検討し
ている人工光源システムが国際的にも貢献できるシミュ
レータと認められるように、彼らの胸を借りるべく、情
報交換をさせていただいた。

　朝から夕方までのほぼ１日をいただき、参加機関か
らの簡単な紹介の後、太陽熱シミュレータの構想につ
いて議論していただいた。DLRでは、人工光源などによ
る評価システムだけでなく、屋外実証テストベンチを
スペインで運転するなど、膨大な実績をもっており、そ
の経験に基づいた非常に有用な意見を多数いただいた。
彼らから学ぶだけではなく、我々のシステムの方向性
が間違っていないことを認識でき、優位性も明確にで
きたことも収穫であった。
　さらに、彼らの研究施設を視察できる機会もいただ
いた。十分なスペースに無駄がなく整理された実験室
に感心するとともに、ここまで見せてよいのかとこち
らが心配するほどオープンに実験状況を拝見させてい
ただいた。太陽熱に関する各要素技術の材料レベルか
ら大規模プラントに至るまでの広範囲な課題に対応す
べく、研究開発を推進しているという印象である。残念
ながらというか当然ながら撮影は禁止であったため、
掲載できる写真は研究施設の外観のみであり、彼らの
カタログより人工光源システムの一例だけを加えた。
　今回のワークショップはこちらから提示する議題が
メインであって少人数ということもあり、気を抜く暇
のない充実した会合であった。主に対応していただい
たDLR Köln のJ. Pernpeintner氏とE. Lupfert氏に心より
感謝申し上げたい。今後も、彼らとの連携を継続して太
陽熱分野で日本も貢献できるよう日本国内での開発を
着実に推進することが重要である。
　最後に、今回訪れたケルンにはKölner Domという大
聖堂があり、ケルン中央駅のすぐ横にあるため唯一見
ることができた名所である。正に「そびえ立つ」という
表現があてはまる大きさと造形に圧倒された。こうい
う建造物を800年近く前から600年以上かけて作り上げ
るドイツの人々に感服するとともに、そんなドイツが
先行する研究分野で追いつくためには相当な努力と知
恵が必要だと感じつつ、帰国の途に就いた。

ドイツ航空宇宙センター（DLR Köln）でのワークショップに参加して

エレクトロ・マテリアル部
奥原芳樹

太陽熱関連の研究所施設

"Test and Qualification Center" の前にて

研究所案内 "Test and Qualification Center for

Concentrating Solar Power Technologies" より



TiC-Niサーメット系工具材料への硬質セラミックスCVD
コーティングに成功

Japan Fine Ceramics Center研究成果 研究成果 

レーザー援用CVDによる工具材料コーティング

長寿命工具用セラミックスコーティングは、密着性に優れたコーティングが可能な
CVD法で作製されている。新たな工具材料として注目されている炭化チタン-ニッ
ケル（TiC-Ni）系サーメットは、成膜中の基材劣化のため、CVDコーティングが困難だっ
た。

技術の
ポイント

基礎
研究

高速・低温成膜が可能なレーザーCVDを用い、基材劣化を抑制しながらアルミナ/窒
化チタン系コーティングを作製する。

・レーザーCVDによって、TiC-Ni系サーメットを劣化させずに窒化チタンコーテ
ィングが可能

・窒化アルミニウム(AlN)中間層の導入により、密着性に優れるアルミナ/窒化チ
タン積層コーティングが作製可能。

・コーティングの密着性、耐摩耗性は、従来のコーテッド超硬と同等

5

図1. レーザーＣＶＤ装置の概略と成膜中の様子 図2. レーザーCVDによるアルミナ／
　窒化チタン積層コーティング

背 景

目 的

成 果

今後の展開 サーメット工具の

利用分野拡大

レーザーCVDによるサーメット工具

への高密着性・高硬度コーティング
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　2013年6月1日付けで（株）日立ハイテクノロジーズから出向して参りまし
た相澤由花と申します。学生時代は界面活性剤フリー化粧水の開発に取り組
んでおりましたが、開発を通して電子顕微鏡に興味を持ち、日立に入社致し
ました。日立では電子顕微鏡を用いた受託解析サービスおよびガス導入加熱
を伴うその場観察のアプリ開発に１年間従事して参りました。

　電子顕微鏡に携わる仕事に就いてから間もないため、最先端の研究を行うJFCCへの出向に不安もありましたが、現
在では周りの皆様に沢山のご指導を頂きホログラフィー観察の業務を行っております。業務を遂行する中で、電子顕
微鏡に関する知識や解析手法等を貪欲に吸収し、JFCCでの研究に貢献したいと思います。皆様にはご迷惑をお掛けす
ることもあるかと存じますが今後ともご指導ご鞭撻のほど宜しくお願い申し上げます。

ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ
相澤　由花

　2013年7月1日付けで、古河電気工業株式会社から出向してまいりました
山田悠介と申します。
　学生時代は、金属微細構造の電気伝導性に関する研究を、古河電工に入社
後は、高分子材料の加工技術の研究や、金属ナノ粒子を用いた新製品の開発
を行ってまいりました。
　JFCCでは現在、リチウムイオン電池材料の透過型電子顕微鏡による解析
を行っております。私はこれまで透過型電子顕微鏡を扱った経験はなかったのですが、高い技術を持った経験豊富な
透過型電子顕微鏡の専門家が大勢おられ、世界最高レベルの装置を保有するJFCCで研究する機会を与えていただい
たことに、大変感謝しております。
　JFCCという新たな環境で、自分自身の技術を高めるとともに、今までとは違った視点やものの考え方を身につける
ことができればと考えております。
　微力ながらJFCCに貢献できるよう努めてまいりたいと思っておりますので、皆様にはご迷惑をおかけすることも
多いかと思いますが、今後ともご指導ご鞭撻の程よろしくお願いいたします。

ナノ構造研究所　電子線ホログラフィーグループ
山田　悠介

　2013年10月1日付で古河電気工業（株）から出向してまいりました、大谷紀
子と申します。
　古河電工では、横浜研究所にて有限要素法シミュレーションを用いた自動
車部品、各種ケーブルの構造・応力解析を担当しておりました。また、第一原
理計算手法により気体分子の反応性を解析する研究も行っておりました。

　こちらでは現在、第一原理計算による合金の性能予測をはじめとする研究に従事しております。私はこの分野の解
析経験が少なかったため、ナノシミュレーショングループの皆様より種々のアドバイスを頂きつつ、対象と取り組ん
でいます。
　ＪＦＣＣには先端的な知識と豊富な経験を有する研究者が集まっており、計算環境も充実しています。こちらで材
料や解析手法に関する理解を深めることは、非常に有意義な経験であると思っております。ＪＦＣＣの活動の一助と
なりつつ、自身の技術力を向上させるよう、努力したいと考えております。
　皆様にはご迷惑をお掛けすることも多いかと存じますが、ご指導・ご鞭撻のほど、宜しくお願い致します。

ナノ構造研究所　ナノシュミレーショングループ
大谷　紀子
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JFCC の動きJFCC の動き
人の動き

平成２５年９月３０日付
　出向元復帰
　　ナノ構造研究所　ナノシミュレーショングループ　研究員

平成２５年１０月１日付
　嘱託採用
　　材料技術研究所　エレクトロ・マテリアルグループ　研究員

平成２５年１０月１日付
　出向受入
　　ナノ構造研究所　ナノシミュレーショングループ　研究員

藤村　幸司　（古河電気工業（株））

鈴木　俊正

大谷　紀子　（古河電気工業（株））

　2013年10月1日付けで材料技術研究所エレクトロマテリアルグループに
嘱託採用されました、鈴木俊正と申します。
　学生時代は、金属および半導体ナノ粒子の合成とその応用について研究を
行い、2011年3月に博士号を取得後、岐阜大学にて特任助教として有機およ
び無機の太陽電池の研究に従事しておりました。現在は、永久磁石の磁区・磁
壁構造の温度変化によるその場観察や研磨剤の開発など行っています。
　JFCCは非常にレベルの高い知識と技術を有する研究者が集まっておられ、そこで働けるのは、自分にとって貴重な
経験であると思っております。様々な知識や技術を学び、研究者として自分を大きく成長したいと考えておりますの
で、皆様、ご指導ご鞭撻のほどよろしくお願い致します。

材料技術研究所　エレクトロマテリアルグループ
鈴木　俊正

表　彰
○Swiss Thermoelectric Society
　Best Poster Award
　受賞日　　平成２５年 ７月 ４日
　受賞者　　JFCC客員研究員／大阪大学　　吉矢　真人
　　　　　　大阪大学　藤井　進、祐村　渥人、宮内　洋平、多田　昌浩、安田　秀幸
　受賞題目　Effect of dynamic interlayer interaction on phonon thermal conduction 
　　　　　　in a layered cobalt oxide Ca3Co4O9

○Gordon Research Conferences
　Best Poster 2013 Gordon Research Conference on High-Temperature Corrosion
　受賞日　　平成２５年 ７月２５日
　受賞者　　北岡　諭
　受賞題目　Effect of Dopant Configurations on Oxygen Permeability in Polycrystalline Alumina under
　　　　　　Oxygen Potential Gradients at High Temperatures

○公益社団法人応用物理学会
　第35回（2013年度） 応用物理学会論文奨励賞
　受賞日　　平成２５年 ９月１６日
　受賞者　　姚 永昭
　受賞題目　Dislocation Revelation from (000-1) Carbon-face of 4H-SiC by Using Vaporized KOH 
　　　　　　at High Temperature
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事業案内事業案内

『The 4th International Symposium on Advanced 
Microscopy and Theoretical Calculations（AMTC４）』

開催のご案内

　愛知万博理念継承事業として、『最先端の顕微鏡と理論計算に関する国際シンポジウム（ＡＭＴＣ）』を2008年（第1

回）、2010年（第２回）、2012年（第3回）に開催いたしました。この国際シンポジウムは、世界からトップレベルの科学者、

技術者を招き、ナノ構造解析、最先端の材料設計に用いられる電子顕微鏡・理論計算について、その最新技術と成果を

深く議論するものであり、第1回から3回まで20～30件の招待講演、100件以上のポスター発表が行われ、十数カ国から

各回約300名の参加者を集め、成功裏に終了することができました。

　この国際シンポジウムは２年に１度の開催を予定しており、2014年5月8日～10日に第4回（ＡＭＴＣ4）を静岡県浜

松市のアクトシティ浜松にて開催いたします。ＡＭＴＣ４においても万博理念を広く継承するとともに、電子顕微鏡

をはじめとする先端的顕微鏡および理論計算の最新技術とその成果について深く議論する場を提供いたします。

　ぜひ多数の皆様にご参加くださいますよう、ご案内申し上げます。

なお、詳細な情報につきましては公式ホームページをご覧下さい。（参加登録費；無料）

【公式ＨＰ】http://www.congre.co.jp/amtc4/

『nano tech 2014』展に出展予定

　日本最大規模のナノテクノロジーに関する展示会｢nano tech2014｣(第13回ナノテクノロジー総合点・技術会議)に出
展します。

　JFCCブース（6N-23 東5ホール）へのご来場をお待ち申し上げます。

・ 開催日時 ： 1月29日（水）～31日（金）
・ 開催会場 ： 東京ビッグサイト 東4～6ホール
・ JFCCの特徴を示す、研究・技術シーズのポスターやサンプルを展示し、JFCCを紹介する。


